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平成２８年度水道産業国際展開推進事業 

平成２８年度東南アジア地域水ビジネス案件発掘・形成調査業務 

報告会の開催について 

平成２９年３月１日 

厚生労働省水道課 

 

厚生労働省では、日本の水道産業の国際展開を支援するための事業を実施しています。この

度、平成２８年度水道産業国際展開推進事業において行ったインドネシア、カンボジア、タイでの

現地調査等と平成２８年度東南アジア地域水ビジネス案件発掘・形成調査業務において行ったイ

ンドネシアでの現地調査に関する報告を、それぞれ下記のとおり開催することとなりましたので、

お知らせいたします。 

報告会の中では、厚生労働省の国際展開に係る取組みを、来年度の予定も含めてお話いたし

ます。 

今後、海外における事業展開をお考えの日本国内の民間企業、水道事業体、各種機関の皆さ

まのご参加をお待ちしております。 

 

 

記 

 

報告会（１）：（平成２８年度水道産業国際展開推進事業） 

１ 目的  今年度の水道産業国際展開推進事業に関する報告 

２ 内容  １．厚生労働省の国際展開に係るこれまでの取組み 

２．今年度の国際展開に係る事業の実施内容について（報告） 

３．来年度の取組み（予定） 

４．質疑 

３ 日時  平成２９年３月２２日(水) １５：００～１６：００ （１４：３０受付開始） 

４ 場所       中央労働委員会講堂（７階） 

（港区芝公園 1-5-32 労働委員会会館） 

地図：http://www.mhlw.go.jp/churoi/soshiki/map.html 

５ 申込先 次頁参照 

  

http://www.mhlw.go.jp/churoi/soshiki/map.html
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報告会（２）：（平成２８年度東南アジア地域水ビジネス案件発掘・形成調査業務） 

１ 目的 今年度の東南アジア地域水ビジネス案件発掘・形成調査業務に関する報告 

２ 内容       JISCOWAPINDO注1）の第３回総会にて、議事の１つ（下記議事次第の枠内参

照）として現地調査の結果報告を行います。 

            ＜総会 議事次第（案）＞ 

            １．開催の挨拶 

 ２．第２回総会の議事内容確認 

 ３．各活動の報告 

  活動の柱その１：インドネシア水道基礎情報の整理について 

  ３－１． 本会のアンブレラ機能について 

  ３－２． 情報収集について 

  ３－３． 来日研修における交流について 

  活動の柱その２：ODA/BtoBプロジェクト案件化に向けたアプローチ 

３－４． 東南アジア地域水ビジネス案件発掘・形成調査業務 

に関する報告 

「PAM Jaya及びBanjarmasin現地調査結果報告」 

  ３－５． プロジェクト参画について 

 ４．４月以降の活動延長について（採決） 

 ５．本日のまとめ 

 ６．事務局より連絡事項 

３ 日時  平成２９年３月２２日(水) １６：１５～１７：１５ 

４ 場所  前頁の平成２８年度水道産業国際展開推進事業報告会と同じ 

５ 申込先 参加希望の方は、３月１７日(金)１７時までに、下記事務局までE-mailにて、 

①報告会（１）のみ参加 

②報告会（２）のみ参加 

③報告会（１）（２）両方参加 

を明記し、さらに参加者の氏名・所属・電話番号をご連絡ください。 

【事務局】パシフィックコンサルタンツ株式会社 

担当：森本、水井、森山、堤 

E-mail: H28suido@ss.pacific.co.jp 

(事務局共有アドレス) 

 

注１）JISCOWAPINDO(英名：Japan-Indonesia Study Committee for Water Supply Projects in Indonesia、和名：イン
ドネシアの水道を考える会)は、本邦民間企業、事業体等の総勢６７名（2017 年２月時点）の会員から成る任意団
体であり、インドネシアにおける今後のプロジェクト形成や参画方策などについて検討しています。   
なお、JISCOWAPINDO の会員の方々には、別途、第３回総会の案内（申込書）を配信します。 


